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  令和６年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  

（２）調査の対象および内容 

  ・調査対象 … 小学校第６学年（市内９校 339 人、中学校第３学年（市内６校）316人 

  ・調査内容 … 教科に関する調査  

・小学校第６学年：国語、算数（各 45分） 

          ・中学校第３学年：国語、数学（各 50 分） 

          生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

・児童生徒に対する調査（20～40分程度） 

・学校に対する調査 

  ・調査期日 … 令和 6年 4月 18日(木) 

児童質問紙オンラインについては期間内実施 

 

２ 教科に関する調査の結果 

（１）標準学力調査の平均正答率 
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中学校第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）正答率が低かった問題 

①小学校第６学年【国語】「言葉の特徴や使い方に関する事項」「知識・技能」１二（１） 
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国語は滋賀県、全国平均と比べて下回る。「言葉の特徴や使い方に関する事項」「読むこと」に課題

が見られる一方で、「情報の扱い方に関する事項」では、滋賀県平均をわずかに上回っている。 

数学は滋賀県、全国平均と比べて下回る。「図形」「数と式」に課題が見られる。「データの活用」「関

数」では、滋賀県平均と同程度である。 



3 

 

② 小学校第６学年【算数】「数と計算」「思考・判断・表現」２（１）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③中学校第３学年【国語】 「言葉の特徴や使い方に関する事項」「知識・技能」３三 

             「読むこと」「思考・判断・表現」２一 
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 ④ 中学校第３学年【数学】「数と式」「知識・技能」1 

「図形」「思考・判断・表現」9（1） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校国語】 

○「言葉の特徴や使い方に関する事項」において、学年別漢字配当表に示されている漢字を文の

中で正しく使うことができていた。（２三ア 投げる） 

〇「話すこと・聞くこと」において、話し言葉と書き言葉との違いに気づくことに課題が見られ

た。 

 

【中学校国語】 

○「情報の扱い方に関する事項」において、意見と根拠など情報と情報との関係について理解

することができていた。 

○「読むこと」において、文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈することに

課題が見られた。 

〇「言葉の特徴や使い方に関する事項」において、文脈に即して漢字を正しく書くことに課題

が見られた。 
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＜調査結果のポイント＞ 

【小学校算数】 

○「データの活用」において、円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ること、簡単な二次元

の表を読み取り、必要なデータを取り出して、落ちや重なりがないように分類整理すること

ができていた。 

〇「数と計算」において、計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め

方と答えを式や言葉を用いて記述することに課題が見られた。 

 

【中学校数学】 

○「関数」において、一次関数について、式とグラフの特徴を関連付けて理解することができ

ていた。 

〇「データの活用」において、簡単な場合について、確率を求めることができていた。 

〇「数と式」において、連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表すことに課題が見られた。 

〇「データの活用」において、与えられたデータから最頻値を求めることに課題が見られた。 

〇「図形」において、筋道を立てて考え、証明することに課題が見られた。 
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３ 質問紙調査の結果 

（１）質問紙調査の肯定値 

  ①「肯定値」とは 

各質問の回答について「強い肯定」「弱い肯定」で回答した児童生徒の割合 

  ② カテゴリー分類 

   Ⅰ 自己認識 ⇒「自尊心」「扶助」「充実感と向上心」 

   Ⅱ 学校環境 ⇒「学習環境」「学級環境」「ICT 活用」「規範意識」 

   Ⅲ 学習状況 ⇒「表現活動」「主体性」「対話」「汎用・活用」 

   Ⅳ 生活・学習習慣 ⇒「生活習慣」「学習習慣」 

      Ⅴ その他  ⇒「読書活動」「異文化理解」「地域参加」 

 ③ 小学校第６学年の肯定値 
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・最も肯定値が高い質問 

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ

と思いますか」99.1 

・最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか」9.5 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「英語の勉強は好きですか」81.2（+11.9） 

「英語の授業の内容はよく分かりますか」 85.2

（+6.9） 

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日

当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習

塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教

わっている時間、インターネットを活用して学ぶ

時間も含む）」13.9（-7.6） 

「５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表

する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、

資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表

していましたか」 60.7（-6.9） 

 

「扶助」「規範意識」「生活習慣」の値が９割を超えて良好である。全国と比較すると、「規範意識」

「充実感と向上心」の値が高く、「読書活動」「表現活動」に課題が見られる。改善案としては、

朝読書の推奨、図書館機能を活用した授業の展開、家庭学習に読書を取り入れることなどがあげ

られる。また、表現活動として、学習内容や調べた内容や考えたことについて、まとめ、発表す

る機会を多く設けること、が挙げられる。 

※各教科に関することや解答時間、 

などの質問は集計から除外。 
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 ④ 中学校第３学年の肯定値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「扶助」「規範意識」「生活習慣」の値が９割を超えて良好である。全国と比較すると、「地域参

加」の値が高く、「表現活動」「主体性」「ICT 活用」課題がある。改善案としては、生徒が自ら

「やってみたい」と思えるような授業改善と、ICT を活用して調べたことをプレゼンテーショ

ンにまとめ、仲間や地域の方などに伝える活動を仕組むことなどが挙げられる。 

・最も肯定値が高い質問 

「いじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」97.5 

・最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか」8.5 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「地域や社会をよくするために何かしてみた

いと思いますか」79.8（+3.7） 

「１、２年生のときに受けた授業では、スピ

ーチやプレゼンテーションなど、まとまっ

た内容を英語で発表する活動が行われてい

たと思いますか」86.1（+3.7） 

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「１、２年生のときに受けた授業で、PC・タ

ブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用

しましたか」76.1（-12.9） 

「学習した内容について、分かった点や、よ

く分からなかった点を見直し、次の学習に

つなげることができていますか」69.4

（-8.5） 
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（２）学力調査結果とのクロス集計 

【Ⅲ 学習状況】（質問紙調査における児童生徒が回答した選択肢別の国語の平均正答率） 

① 「５年生（中学１，２年生）までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいましたか。」 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②「５年生（中学２年）までに受けた授業で、学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」 

        

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童生徒ともに、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいると回

答した児童生徒ほど、平均正答率が高い傾向がある。 
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③「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができる

と思いますか」 
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・課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいると回答している児童生徒の方

が、平均正答率が高い傾向がある。 

・学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え

方に気付いたりすることができると回答している児童生徒の方が、平均正答率が高い傾向

がある。 

・授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることがで

きると回答した児童生徒の法が、平均正答率が高い傾向がある。 
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